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﹁
和
木
町
Ｐ
Ｒ
大
使
﹂
就
任
！

村
重
杏
奈
さ
ん

（
記
事
は
３
ペ
ー
ジ
）



行政報告をする米本町長

　

3
月
4
日
か
ら
15
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
6
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
3
件
、
議
案
30

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
1
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及

び
現
金
出
納
事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計

毎
に
毎
月
実
施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
2
号

　

和
木
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

※「
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関

す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
に

基
づ
き
、
和
木
町
手
数
料
徴
収
条
例
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
3
号

　

令
和
５
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ

い
て

※「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
（
子
ど
も
一
人

に
対
し
て
5
万
円
）」
及
び
「
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
（
1
世

帯
あ
た
り
10
万
円
）」
に
対
し
て
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
生
活
支
援
給
付
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
予
算
措
置
を

行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
承
認
】

議
案
第
1
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
9
号
）

※
歳
出
各
費
目
の
減
額
補
正
に
加
え
、
米
空

母
艦
載
機
部
隊
配
備
特
別
交
付
金
を
活
用

し
た
基
金
へ
の
積
立
を
増
額
す
る
な
ど
、

決
算
見
込
み
に
応
じ
て
予
算
額
の
調
整
を

行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
2
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
3
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
4
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
5
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
6
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
7
号

　

和
木
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

※
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、
犯
罪

被
害
者
等
へ
の
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
8
号

　

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
条
例
第
12
条
第
2
項
に
規
定
す
る
特
殊
勤

務
手
当
の
う
ち
、
4
つ
の
手
当
を
廃
止
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
9
号

　

和
木
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例※
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

し
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お

い
て
も
関
係
条
例
を
改
正
し
、
会
計
年
度

任
用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る
よ

う
に
改
正
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
10
号

　

和
木
町
職
員
旅
費
支
給
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

※
町
職
員
等
に
支
給
す
る
旅
費
の
う
ち
日
当

の
金
額
、
町
議
会
議
員
が
招
集
に
応
じ
て

議
会
又
は
委
員
会
に
出
席
し
た
際
に
支
給

す
る
費
用
弁
償
の
金
額
及
び
特
別
職
の
職

員
が
委
員
会
等
に
出
席
し
た
際
に
支
給
す

る
費
用
弁
償
の
金
額
に
つ
い
て
改
正
す
る

も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

議
案
第
11
号

　

町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
地
方
自
治
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
っ
て
、

施
行
令
内
で
条
ず
れ
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

り
、
文
言
の
修
正
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
12
号

　

和
木
町
山
の
手
駐
車
場
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
山
の
手
駐
車
場
の
使
用
料
の
月
額
を
現
行

の
2
，
5
0
0
円
か
ら
3
，
0
0
0
円
に

改
正
す
る
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

第
１
回
和
木
町
議
会
定
例
会
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議
案
第
13
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
退
職
者
医
療
制
度
の
廃
止
に
伴
う
改

正
、
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
及
び
保
険
料

に
よ
る
軽
減
額
の
変
更
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
14
号

　

和
木
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
令
和
6
年
度
か
ら
令
和
8
年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
介
護

保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保
険
法
施
行
規

則
の
改
正
に
基
づ
き
、
改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
15
号

　

和
木
町
道
海
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
道
海
公
園
霊
園
の
永
代
使
用
料
を
現
状
56

万
円
か
ら
60
万
円
に
改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
16
号

　

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

※
地
方
税
法
の
減
額
適
用
期
限
の
延
長
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
17
号

　

和
木
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※
和
木
町
営
住
宅
の
家
賃
の
納
付
に
お
け
る

納
付
期
日
の
一
部
改
正
、
町
営
旭
ヶ
丘
団

地
３
棟
及
び
緑
ヶ
丘
団
地
4
棟
を
解
体
し

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
18
号

　

和
木
町
営
そ
の
他
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

※
緑
ヶ
丘
団
地
第
1
棟
の
外
構
整
備
事
業
実

施
の
た
め
、
本
年
度
町
営
関
ヶ
浜
団
地
1

棟
を
解
体
し
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
19
号

　

和
木
町
営
蜂
ヶ
峯
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

※
和
木
町
営
蜂
ヶ
峯
住
宅
の
月
額
家
賃
を
現

行
の
5
5
，
0
0
0
円
か
ら
6
0
，
0

　

0
0
円
に
改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
20
号

　

和
木
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※
和
木
町
職
員
旅
費
支
給
条
例
等
の
改
正
に

あ
わ
せ
、
消
防
団
員
が
役
員
会
に
出
席
す

る
と
き
の
出
動
報
酬
を
2
，
5
0
0
円
か

ら
1
，0
0
0
円
（
4
時
間
未
満
の
場
合
、

1
，
2
5
0
円
か
ら
5
0
0
円
）
に
改
正

す
る
も
の

【
挙
手
多
数
で
可
決
】

議
案
第
21
号

　

和
木
町
総
合
福
祉
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
同
意
に
つ
い
て

※
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
9
年
3
月

31
日
ま
で
の
3
年
間
、
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
22
号

　

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
同
意
に
つ
い
て

※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
管
理
運
営
を

指
定
管
理
者
「
一
般
財
団
法
人　

和
木
町

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
」
に
行
わ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
23
号

　

和
木
町
公
共
下
水
道
大
竹
圧
送
幹
線
の

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

※
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
る
協
定
金
額

の
減
額
変
更
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
大
竹

圧
送
幹
線
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
24
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
26
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
28
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
予
算

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
30
号

　

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
共
同

処
理
す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び

に
こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

※
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
共
同
処

理
す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び
に

こ
れ
に
伴
う
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
関

し
て
、
町
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】
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米本町長（左）と渡部社長（右）場外ステージでのダンスパフォーマンス

ブース出展の様子

町の特産品等について歓談する様子

タスキがけの様子

まちの話題

　

3
月
7
日
︑
株
式
会
社
レ
ノ
フ
ァ
山
口

代
表
取
締
役
社
長
の
渡
部
博
文
さ
ん
が
︑

米
本
町
長
へ
の
表
敬
訪
問
の
た
め
︑
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
︒

　

渡
部
社
長
は
米
本
町
長
に
﹁
和
木
町
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
︵
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

戦
︶﹂
で
の
健
闘
を
誓
い
︑
和
木
町
で
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
の

意
見
交
換
を
さ
れ
ま
し
た
︒

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

和
木
町
Ｐ
Ｒ
大
使
就
任

村
重
杏
奈
さ
ん

　

3
月
17
日
︑
維
新
み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
︑Ｊ
2
第
4
節
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
︵
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
戦
︶

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
日
は
﹁
和
木
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

デ
ー
﹂︒
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ブ
ー
ス
で
﹁
も
ぶ

り
﹂
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
︑
無
料
ガ
チ
ャ

の
実
施
︑
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
で
Ｐ
Ｒ
動
画
の
放
映
な
ど
を
行
い
︑
多

く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
へ
和
木
町
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま

し
た
︒

　

ま
た
︑
場
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
和
木
町
文

化
協
会
か
ら
﹁
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

Ａ
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｔ
ク
ラ
ブ
﹂︑﹁
Ａ
Ｍ
Ｍ
︵
ア
ム
︶﹂
の
2

団
体
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
︑
試
合
前
の
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
︒

和
木
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

渡
部
博
文
社
長
が
表
敬
訪
問

　

2
月
26
日
︑
元
Ｈ
Ｋ
Ｔ
48
の
メ
ン
バ
ー

で
タ
レ
ン
ト
の

む
ら
し
げ
あ
ん
な

村
重
杏
奈
さ
ん
︵
和
木

町
出
身
︶
に
和
木
町
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱

し
ま
し
た
︒
委
嘱
状
交
付
式
で
米
本
町

長
か
ら
委
嘱
状
と
タ
ス
キ
と
名
刺
を
受

け
取
っ
た
村
重
さ
ん
は
︑﹁
大
使
に
な
る

の
が
目
標
だ
っ
た
の
で
︑
生
ま
れ
育
っ

た
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
嬉
し
い
︒
町
の
ほ
っ

こ
り
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
発
信
し
た

い
︒﹂
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

和
木
町
Ｐ
Ｒ
大
使
制
度
は
︑
町
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を
は
か

る
た
め
︑
令
和
5
年
度
に
創
設
し
た
も

の
で
︑
任
期
は
3
年
で
す
︒

　

村
重
さ
ん
は
平
成
10
年
7
月
29
日
生

ま
れ
︒
小
学
校
・
中
学
校
を
和
木
町
で

学
び
︑
12
歳
の
と
き
に
︑
ア
ク
タ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
広
島
の
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
︒

13
歳
で
Ｈ
Ｋ
Ｔ
48
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
し
︑
芸
能
界
入
り
さ
れ
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
劇
場
公
演
や
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー
︑Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
と
の
兼
任
や
︑
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
へ
の
出
演
な
ど
︑
活
動
の
場

を
広
げ
つ
つ
︑
令
和
3
年
に
Ｈ
Ｋ
Ｔ
48

を
卒
業
︒
現
在
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
を

中
心
に
︑
モ
デ
ル
と
し
て
も
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
︒
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展示の様子

　

3
月
10
日
に
松
本
冨
久
江
さ
ん
︑
3
月

17
日
に
上
田
ツ
ヤ
子
さ
ん
が
︑
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
︑

町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
上
田
ツ
ヤ
子
さ
ん
は
お
名
前
の

み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

和
木
町
婦
人
会
か
ら
町
制
施
行
50
周
年

に
際
し
て
︑
図
書
館
の
展
示
パ
ネ
ル
6
枚

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
展
示
パ

ネ
ル
は
︑
現
在
子
ど
も
た
ち
の
各
種
公
募

作
品
の
展
示
な
ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
︒

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
パ
ネ
ル
は
︑
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
各
種
講
座
の

作
品
展
示
な
ど
に
も
活
用
し
︑
よ
り
多
く

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

和
木
町
婦
人
会
よ
り
展
示

パ
ネ
ル
寄
贈

　

3
月
1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
和
木
町
選

挙
管
理
委
員
会
議
に
お
い
て
︑
委
員
長
・

職
務
代
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
︑
お
知

ら
せ
し
ま
す
︒

　

委
員
長　
　
　
　

岡
田　

康
彦　

さ
ん

　

職
務
代
理
者　
　

榊　
　

重
成　

さ
ん

　

委
員　
　
　
　
　

岡
崎　

弘
夫　

さ
ん

　

委
員　
　
　
　
　

末
岡　

靖
士　

さ
ん

　

任
期
は
︑
令
和
9
年
12
月
24
日
ま
で
と
な

り
ま
す
︒

卒
業
式
・
卒
園
式

第
5
回　

和
木
大
学

まちの話題

　

3
月
8
日
に
中
学
校
卒
業
式
︑
14
日
に

こ
ど
も
園
卒
園
式
︑
19
日
に
小
学
校
卒
業

式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
︑
在
校
生
や
先
生
と
の

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
︑
慣
れ
親
し
ん
だ

学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
︑
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
︒

　

卒
業
・
卒
園
さ
れ
た
皆
さ
ん
︑
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
︒

　

2
月
13
日
︑
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
第
5
回
和
木
大
学
を
開
催
し
ま

し
た
︒

　
﹁
ゆ
び
と
ま
と
あ
ひ
る
の
楽
し
い
時
間
﹂

と
題
し
て
︑
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
﹁
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
﹂
と
コ
ー

ラ
ス
﹁
ア
ヒ
ル
﹂
の
方
々
に
よ
る
懐
か
し

い
昔
話
や
︑
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
︑
さ
ら
に

パ
タ
カ
ラ
︵
発
声
を
使
っ
て
の
ど
を
鍛
え

委
員
長
・
職
務
代
理
者
が
決
定

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

中
学
校
卒
業
式
︵
卒
業
生
63
名
︶

小
学
校
卒
業
式
︵
卒
業
生
72
名
︶

こ
ど
も
園
卒
園
式
︵
卒
園
児
54
名
︶

松本冨久江さん

厚
生
功
労
者
表
彰

る
お
口
の
体
操
法
︶な
ど
を
行
い
ま
し
た
︒

ピ
ア
ノ
の
素
敵
な
音
色
が
響
き
渡
る
中
︑

会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
体
を
動
か
し
た

り
合
唱
し
た
り
し
て
︑
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
︑
大
変
好
評
で
し
た
︒

　

講
演
後
に
は
︑
重
岡
良
典
学
長
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
︑
修
了
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
︒
来
年
度
は
︑
5
月
に
開
校
予
定
で

す
︒
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
︒
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since 2017.3

町 構想

『和木学園』で生涯学習

緑の風薫る文化のまち和木町
～あいさつと笑顔あふれるまち～

子ども子育て支援のテーマ
　　　　「わきは　あったか　大家族」

幼保
（こども園）

「コンビ学習」

〔 和木町ならではの特色ある取組としたい 〕

（小中一貫教育）

（忠孝一貫教育）

「学 Boy　学びた Girl」
「遊 Boy　遊びた Girl」 「よく学び、よく遊べ」の支援

※放課後子ども教室等の活動の充実

※ 小中高生対象の検定助成を、町民全体に広げる。

学校運営協議会・
地域協育ネットと
連携※ 生涯スポーツの推進

　　（総合型地域スポーツクラブ、体育協会、保健相談センター等との連携）
※ 国際教育（ALT の活用、英語教育、日米交流事業  等）
※ 土曜日や放課後の学習環境づくり（学校支援  等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・など

教育目標：ふるさと和木に誇りと愛着を持ち、和木の将来を担う人づくり

教育方針

「吾以外、皆吾師也」

「わきあいあい（アクティブ・ラーニング）で学ぶ」学校教育の推進
「緑の風薫る文化のまち和木町」を支える生涯学習環境の整備
「尊師親愛生」の教育風土の醸成

（特に、「もの忘れ」の防止）

（特に、「老化は足から…」の防止）
健康寿命の延伸につなげたい。

※コミセン・分館の機能充実

（将来的には園小中を一貫した教育）

（１５歳以上６０歳未満）
孝行：町の行事や地域の
　　　諸活動等に参画

（６０歳以上）
※ICT 教育の推進

小 中 ［孝行］ 和木大学

教育・文化のまちづくり・・・・・・

「和木学園」「和木学園」「和木学園」ぐ る み

特に、日本最初のコンビナート（露：комбинат　意味は「結合」）とコンビ（英：combi
コンビネーションの略　意味は「組み合わせ」）を組んだ学習支援体制づくりを行う。

　文豪  吉 川 英 治さんが好んで使っておられたこの有名な言葉は、人が人らしく生きていこうとするところに、教育の営み
が成立するという考え方である。
　隣の家のおじさんも、百歳を越したおばあちゃんも、その生きる姿を通して教育を行っている。庭にはえている草も、道に
ころがっている石も、みんな教材になる。
　和木町には、山がある。川も海もある。山青く水清らかな豊かな自然と最先端の技術をもつ化学工場も、みんな教材であり、
私たちの師である。
　学校とか家庭・地域という垣根を越えて、町全体で、みんなが互いに学び合うという町づくりを目指したい。

5



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

553

タイピング大会が開催されました

町ぐるみ「和木学園」構想をみんなで
推し進めよう！

■ 毎月第１月曜日は『あいさつチャレンジデー』

☆コミュニティ・スクール委員会

　子どもの安全を見守るボランティア『わきスクールガード』を随時募集しています。
　地域の皆さんの“目”が、子どもを守ります。より多くの目で、子どもたちの登下校等の安全・
安心を確保するために、「できる人が、できる時に、できる事を」を基本に、無理のない範囲で
活動をお願いしています。
　和木町の子どもたちの安全を守る活動に、ご理解とご協力をお願いします。
※登録された方はボランティア保険に加入します（申込み・費用負担は事務局が行います）。
問い合わせ先：教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

　３月１６日、総合コミュニティセンターで、コミ
センパソコン教室主催のタイピング大会が開催され
ました。学校でも１人１台端末が配備されるなど、
大人・子ども問わずコンピュータを日常的に使う社
会の中で、タイピングは必要となる技能です。参加
者の皆さんが今後ますます上達されることを願って
います。

【成績】　優　　勝　神田直輝さん（小５）
　　　　準 優 勝　張間星七さん（小６）
　　　　教育長賞　浴　悠仁さん（小５）

　町ぐるみ「和木学園」は、町全体で生涯学習を推
進する取組です！そして、皆さん一人ひとりが和木
学園の一員です。キャッチフレーズにもなっている
ように、『みんなが生徒、みんなが先生』ですので、
町民全員が満足できる、町民総活躍の町づくりをめ
ざしていきましょう。
　和木町で行われる様々な講座、学習会、イベント
は全て、町ぐるみ「和木学園」の取組です。その取
組のアイディアや講師も大募集しています。楽しい
和木町にするための「豊かな学び・体験」をみんな
で作っていきましょう。

　毎月民生委員、児童委員の皆さまがあいさつ運動をされる第１月曜日
を基本的には『あいさつチャレンジデー』として、いつも以上にあいさ
つを交わそうという日にしています。通勤で忙しい皆さまも会釈だけで
はなく、この日は声を出してあいさつをしてみませんか？きっといつも
と違う気分で仕事に臨めるはずです。
　今月は年度の始まりの関係で、８日（月）があいさつチャレンジデー
になります。和木町はあいさつを大切にする町です。園児、児童、生徒
もしっかりあいさつができています。町民の皆さんで、和木町をあいさ
つと笑顔あふれるまちにしていきましょう。

■ 放課後子ども教室「わきあいキッズ」募集について

■ わきスクールガード募集中

　令和６年度の放課後子ども教室「わきあいキッズ」参加者を募集しま
す。「安全・安心な子どもの居場所」と、「スポーツ・文化芸術などの体
験の場」を子どもたちに提供します。地域住民の方々とふれ合うことで、
子どもたちの心も体も健やかに成長します。
　対象はおもに和木小学校の児童及び町内在住の小学生です。新学期開
始後の４月に学校を通じて実施要項を配
布します。詳しくは、実施要項をご覧く
ださい。
　町内在住以外の児童生徒につきまして
は、教育委員会に直接お越しください。
　たくさんの教室がありますので、是非
お申し込みください！

　コミュニティ・スクールとは、学校と地域が知恵を出し合い、協働
する中で、子どもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づ
くり」を進める仕組みのことです。
　２月２６日、文化会館において今年度３回目の委員会（湯淺正行会
長）が開催されました。子どもたちの課題から来年度の軸となる活動
を考えることができればということで、三部会（学力向上、心の教育、
体力向上）でしっかりと考えていただきました。その中で決まったこ
となどを、また広報でも紹介したいと思います。委員の皆さま、１年
間ありがとうございました。
　では早速取組の紹介をしていきます。今回は心の教育部会です。
　心の教育部会ではいい言葉の取組の一環として、毎月１１日を「い
い言葉の日」としています。子どもが主体的にいい言葉を使えるよう
になるためにも地域の方にも取組を知っていただければと思います。
そのために、まず園小中の子どもたちに言われてうれしかった言葉を
地域の方から募集したいと思います。ぜひ「こういうことを言われて
うれしかった」という言葉を教育委員会までご連絡ください。電話、
メール、窓口に来られてもかまいません。よろしくお願いします。

町ぐるみ「和木学園」について
　皆さん、町ぐるみ「和木学園」を知っていますか？
　「和木学園」の校舎はこの町全体。
　「和木学園」では町のみんなが生徒で先生。
　「和木学園」では、小学生はもちろん、小さな子
どもから、おじいさん、おばあさんまで、みんな
が参加して、みんなが楽しく学べる町づくりを目
指しています。
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新井素子 著
町屋良平 著
群ようこ 著

山崎ナオコーラ 著
早見和真 著

あさのあつこ 著
九段理江 著

今野敏 著
中山七里 著
原田ひ香 著

小渕もも 作・絵
二歩 作・絵

高畠じゅん子 作、高畠純 絵

真珠まりこ 作・絵

鍋田敬子 作
かねこまき 作

麻生かづこ 作、うえのよう 絵

なかやみわ 作・絵

柏葉幸子 作、高畠純 絵

小手鞠るい 作、早川世詩男 絵

＜CD＞
☆ キャラクターソング大集合！！
☆ Ｔｒｅｅ／薬師丸ひろ子
☆ ＯＶＥＲ／三浦大知
☆ 音楽／ＳＵＰＥＲ ＢＥＡＶＥＲ
☆ ＤＲＥＡＭ／ＡＩ

＜一般書＞
『定年物語』
『生きる演技』
『捨てたい人　捨てたくない人』
『あきらめる』
『アルプス席の母』
『碧空の音　闇医者おゑん秘録帖』
『しをかくうま』
『夏空　東京湾臨海署安積班』
『ヒポクラテスの悲嘆』
『定食屋「雑」』

＜児童書・絵本＞
『あなたにぴったりのふくつくります』

『このかべどうする？』
『ブービーとはじめてのプレゼント』

『もったいないばあさんのおばあちゃん』

『なっちゃんがちっちゃかったころのおはなし』

『せっけんアワー』
『あみあみあみちゃん』

『くれよんたちのきょうはなにをかこうかな？』

『モンスター・ホテルでめしあがれ』

『どろぼう猫とイガイガのあれ』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5 63 4
87 9 12 1310 11
1514 16 19 2017 18
2221 23 24 2625 27
29 3028

４月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日時
　４月２０日（土）
　１０時３０分～１１時
場所
　おはなしの部屋
おはなし会サークル
　　　　　　『ゆびとま』

☆ おはなし会 ☆●図書館の資料の検索・予約・貸出本の延長がご家庭のパソコン・
スマートフォンからできます。
・右上の二次元コードからホームページにアクセスしてください。
・予約、延長にはパスワードが必要です。
　まずは、図書館で申請してください。

●ご来館の皆さまへのお願い
※資料の無断持ち出しや切り取り、書き込み等は絶対にしないでく
ださい。

※資料は、貸出期間内に返却ください。
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　和木町の予算は、総合計画（今は第 5次総合計画）の重点施策「元気な子どもを育む子育て支援」「こども園・小学校・
中学校までの一貫した教育の充実」「町民の元気を保つ、健康づくりの支援」「防災・防犯体制の充実」を主な柱として編
成されています。
　令和６年度は、町民の皆さんの暮らしを支え続けるため、まずはこれまでの福祉施策等を継続するための予算を計上し
ています。さらに新規事業として、こども家庭センター「すくすく」の開設、妊産婦を対象としたタクシー利用料の助成、
帯状疱疹予防接種の一部助成、総合防災訓練の実施、避難所へのガス発電機設置などを計上しており、皆さんの暮らしが
より充実したものとなるように町づくりを進めていきます。
　それでは、今年度の和木町の予算について、具体的に見ていきましょう。

　一般会計当初予算について、前年度は町制 50 周年を記念して新規事業の実施や既存事業の拡大をしましたが、今年度
はこれらの事業を従来に戻したり、施設の更新整備を平準化することで歳出を抑えています。しかしながら、さらなる物
価高騰の影響を受けて、光熱水費、委託費、工事費などの全体的なコストが上がっており、結果的には前年度当初予算と
ほぼ同額となり、財政を圧迫している状況です。
　また、特別会計のうち簡易水道事業と公共下水道事業については、令和６年度から公営企業会計へと移行しました。発
生主義会計、複式簿記を用いて経理することとなり、資産や負債といった財務の全体像が把握しやすくなります。経理手
法が切り替わったことから、前年度予算との単純比較はできませんが、両会計とも設備の更新に多額の費用が必要となる
ことから、予算額は増額となっています。

○各会計の予算総額 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

保 険 事 業 勘 定

サ ー ビ ス 事 業 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療

小 計

簡 易 水 道 事 業

公 共 下 水 道 事 業

小 計

一 般 会 計

合　　　　　　計

会　　計　　名

4 , 1 7 0 , 4 5 9

6 9 8 , 1 9 0

5 2 9 , 1 1 6

5 2 7 , 6 6 8

1 , 4 4 8

1 1 9 , 7 7 6

1 , 3 4 7 , 0 8 2

1 5 4 , 7 6 4

5 2 3 , 3 3 6

6 7 8 , 1 0 0

6 , 1 9 5 , 6 4 1

9 , 1 4 0

4 9 , 2 1 1

▲ 127 , 5 3 5

▲ 303 , 1 6 6

▲ 3 , 4 3 8

▲ 3 , 4 3 8

0

1 8 , 2 8 7

▲ 366 , 6 4 1

1 5 4 , 7 6 4

5 2 3 , 3 3 6

6 7 8 , 1 0 0

3 2 0 , 5 9 9

0 . 2

7 . 6

皆減

皆減

▲ 0 . 6

▲ 0 . 6

0 . 0

1 8 . 0

▲ 21 . 4

皆増

皆増

皆増

5 . 5

令和６年度

4 , 1 6 1 , 3 1 9

6 4 8 , 9 7 9

1 2 7 , 5 3 5

3 0 3 , 1 6 6

5 3 2 , 5 5 4

5 3 1 , 1 0 6

1 , 4 4 8

1 0 1 , 4 8 9

1 , 7 1 3 , 7 2 3

5 , 8 7 5 , 0 4 2

令和５年度 差　　引 伸び率（％）

特

別

会

計

公
営
企
業
会
計

※一 般 会 計…税金を主な収入とし、福祉や教育など、まちの基本的な事業にかかる経費の会計
※特 別 会 計…国民健康保険や介護保険といった特定の事業で、保険料や利用料など特定の収入によりまかなわれ、一般

会計と区分して経理する会計
※公営企業会計…地方公営企業法に基づき、地方公共団体が住民の福祉の増進を目的に設置・経営するものが公営企業であ

り、提供するサービス等の料金収入を主な財源として、民間と同様の企業会計方式で経理する会計

今年度の予算の総額は？

予算の総額は６１億９５６４万１千円です。内訳は下表のとおりです。

令和６年度の和木町の当初予算が、和木町議会３月定例会において可決されました。

令和６年度

※簡易水道事業及び公共下水道事業は、特別会計から公営企業会計に移行しました。
※公営企業会計（簡易水道事業及び公共下水道事業）の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額です。
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収入の内訳（一般会計）については、下のグラフをご覧ください。

下のグラフは一般会計の予算の使いみち（支出）を性質別に分類したものです。

町税
1,330,260

31.9%

地方譲与税等
239,579  5.7%

諸収入等
269,339

6.5%

繰越金
20,000
0.5%

使用料及び手数料
135,681

3.3%

国・県支出金
752,566
18.0%

国・県支出金
752,566
18.0%

地方債（借金）
110,900

2.7%

地方交付税
910,000
21.8%

依存財源  48.2％

自主財源  51.8％

（単位：千円）

（単位：千円）

繰入金
402,134

9.6%

収入

人件費
913,656
21.9%

公債費
475,991
11.4%

扶助費
472,455
11.3%

投資的経費
219,868

5.3%

物件費
959,731
23.0%

補助費等
511,172
12.3%

補助費等
511,172
12.3%

繰出金
242,502

5.8%

繰出金
242,502

5.8%

その他 375,084
9.0%

義務的経費
44.6％

支出

○自主財源と依存財源
　自主財源とは、和木町が自主的に収入する財源のことを意味し、依存財源とは、国や県から交付されたり、割り
当てられたりして収入する財源のことを意味します。

○町税
一番大きな割合を占めているのが町税（税金）で、町
の収入の約３分の１を占めています。
ただし、景気の低迷が続く中、企業からの税収（法人
住民税）は低水準を推移しています。

○地方交付税
国が集めた国税の一部が一定の基準で県や市町村に交
付されます。
多くの市町村では、地方交付税が大きな割合を占めま
すが、和木町は税収が比較的多いため、その割合は他
の市町村に比べて低くなっています。

○繰入金   
各種事業を行うために積み立てている基金（貯金）か
らの収入です。小中高生の医療費無料化などのための
健やか安心基金からの収入や、財源不足を補うための
財政調整基金からの収入などです。

○地方債   
各種事業を行うための借入金です。今年度は、緑ヶ丘
団地第 1 棟外構整備工事などの財源として、予算に計
上されています。

○公債費
　借入金（地方債）の返済に充てる経費のことです。
○扶助費
　児童手当や福祉医療費などが含まれます。
○物件費

需用費（消耗品や光熱水費）、委託料などです。
蜂ヶ峯総合公園や和木駅の管理委託、あいあいバス運
行委託、給食費無料化、各種システムの改修委託料や
機器リース料などが含まれます。

○補助費等
英語検定等の検定助成金や各種団体への補助金などが
含まれます。

○繰出金
　一般会計から特別会計への補てん金のことです。
○投資的経費

公共施設を整備するための経費や公営企業会計への出
資金です。県や他の市町村への工事負担金なども含ま
れます。

○その他
土地開発公社への貸付金、各種基金への積立金などが
含まれます。

＜義務的経費＞ 
義務的経費とは、人件費や公債費、扶助費
などの「支出が義務付けられ、任意に削減
できない経費」のことを意味します。

どんな収入があるの？

どんな性質の経費に使われるの？
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どんな目的に使われるの？

予算の使いみちを町民１人あたりに換算し、目的別にみると以下のようになります。

目　　的

議　会　費 11,700円 1.6%

146,700円 20.5%

209,900円 29.2%

45,300円 6.3%

1,200円 0.2%

5,400円 0.8%

75,300円 10.5%

37,900円 5.3%

98,400円 13.7%

81,800円 11.4%

3,400円 0.5%

717,000円 100.0%

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

予　備　費

合　計　額

公　債　費
〔借入金の返済に充てる費用〕

町民1人あたりの
予算額及びその割合

○家庭用防犯カメラ設置費補助金
○和木町住宅建設奨励金
○コミュニティバス運行事業
○認定こども園管理運営事業
○出産祝金
○妊産婦タクシー事業
○福祉医療事業（高校生までの医療費無料） 
○障害者福祉扶助事業
○子育て短期支援事業
○敬老金支給事業

○町道新大和橋通り線道路改良工事
○町道苗代床Ｂ線道路改良工事
○町道苗代床C線道路改良工事
○蜂ヶ峯公園管理運営事業
○飼育小屋等整備工事
○緑ヶ丘団地第１棟外構整備工事

○町ぐるみ和木学園事業 
○各種検定料助成事業
　（漢検、数検、英検、TOEIC、TOEFL）
○こども園・小・中学校給食費無償化
○小学校開校１５０周年事業
○中高生海外派遣事業
○中学生イングリッシュキャンプ参加事業
○中学校校舎の外壁改修工事
○姉妹都市交流事業（保育教諭の相互派遣）

○森林整備事業
○林道整備事業

○自主防災組織活性化事業補助金
○防災訓練実施事業
○避難所ガス発電機設置事業
○岩国地区消防組合負担金
　（高規格救急自動車、指令兼広報車の更新）

○商工会・地域振興協会への補助金
○新規創業支援事業補助金
○和木町にぎわい創造事業補助金

○中学３年生、高校３年生を対象とした
　インフルエンザ予防接種料の全額助成
○任意予防接種助成金
　（おたふくかぜ、インフルエンザ、帯状疱疹）
○風しん抗体検査、予防接種
○子育て世代包括支援センター事業
○集団がん検診等の自己負担の全額助成
○がん患者医療用補正具購入費助成金
○高齢者・障害者宅へのごみ戸別収集支援事業

衛　生　費
町民の健康や

ごみ処理のための費用

土　木　費
 町道、公園の整備や町営住宅

などに使われる費用

総　務　費
〔一般的な事務費や財産管理費など〕

高齢者、児童などの
社会福祉のための費用

民　生　費

今年度の重点施策
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妊産婦サロン

すくすく計測相談会

こどもの定期予防接種の通知について

　ご不明な点は、保健相談センターにご連絡ください。　　　　　　　問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を行ってい
ます。
　お気軽にご利用ください。
日時　４月２５日（木）
　　　９時～１２時のうち
　　　１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測を行っ
ています。保健師、栄養士に
よる個別相談もできます。お
気軽にご利用ください。
日時　４月１０日（水）
　　　１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前申し込み不要。
　　　　　※曜日が変わりましたのでご注意ください。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師によ
る個別相談を行っています。ご
自身やご家族の悩みなど、お気
軽にご利用ください。
日時　４月２３日（火）
　　　１４時～１７時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎ 5 2 －2 7 0 7）

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　４月１７日（水）１０時～１１時３０分
場所　和木 2 丁目第 3 集会所（山の手集会所）
参加費　1 家族１００円
問　和木町社会福祉協議会　（☎ 5 2 －8 6 4 4）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前申し込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1525
13：30～15：30
13：30～16：00

４月１７日（水）
４月２４日（水）

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

ワクチンの種類に応じて、定期予防接種期間に到達した方に、下記のとおり予診票等の関係書類を
お届けします。

配布時期

予診票
配布対象者

種類

４月中

年長児

４月中

小学校６年生

４月中

接種が完了していない
高校２年生

麻しん風しん

第２期

誕生日から
３か月経過頃まで

９歳

日本脳炎

第２期
子宮頸がん予防ワクチン

キャッチアップ接種

誕生日から
３か月経過頃まで

１１歳

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

11



からだ
応援ページ

●子宮頸がん予防ワクチンの
　キャッチアップ接種対　象　これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接種した

ことがない方で①②いずれかに該当する方。
①接種日時点で 65 歳の方
   （65 歳の誕生日から 66 歳の
　　誕生日を迎える前日まで）
②60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の

機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害を有する方（身体障害者手帳１級程度）

方　法　65 歳に到達された新規対象者の方
へは予診票等の関係書類をお届けします。
利用回数　1 回　
費　用　2,850 円

（生活保護受給者は無料。医療機関で医療依頼証
を提示してください。）

●高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種

対　象　平成 9 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月
1 日生まれで 3 回接種が未接種の女性
期　間　令和 7 年 3 月 31 日まで
　　　　（転出日当日から接種不可）
ワクチンの種類　2 価、4 価、9 価
※各ワクチンの接種間隔、回数が異なります。

原則、同一のワクチンを使用することになっ
ています。

接種に必要なもの
母子健康手帳、予診票、健康保険証
※町内医療機関には予診票を設置しています。

町外接種希望の方は、保健相談センターへ
お越しください。

各種予防接種令和６年度

問　保健相談センター　（☎５２－７２９０）

急な病気やけがで救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…
＃7119（プッシュ回線の固定電話から）
又は 082－246－2000（つながらない場合や  携帯電話  から）

 24 時間 365 日対応　無料相談（通話料はかかります）

対象年齢が変わり
ました !

　令和 7 年 3 月末まで、風しん抗体検査・予防接種を公費で受けられます。公費で受けられるのは、今年度で
最後となります。ご希望の方は早めに抗体検査・予防接種を受けましょう。
対　象　検査・接種日に和木町に住民票があり、昭和３７年４月２日～昭和５４年４月１日の間に生まれた男性
期　間　令和 7 年 3 月 31 日まで（転出日当日から接種不可）
方　法　クーポン券を使用して、先に抗体検査を受けます。その結果、十分な量の抗体がない方は予防接種の

対象になります。対象の方へはクーポン券を４月に送付します。
利用回数　抗体検査 1 回、予防接種 1 回　　　　費用　クーポン券使用で無料

●成人男性の風しん抗体検査・予防接種

　帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成事業
を開始予定です。
　詳細が決まり次第、お知らせします。

●帯状疱疹ワクチン予防接種

今日から始める

★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・
　タオル・水分補給用のお茶等

体験会

対
象

講
師

日本スロージョギング協会公認アドバンス
インストラクター

先生三島 孝雄

和木町在住の方 約 30 名
※医師から運動を禁止されていない方

会
場

日
時 13 時 30 分～15 時

和木町総合コミュニティセンター

４月 26 日●

３階　集会室
申込：保健相談センター
　　　（☎52－7290）

金

健康プログラム春

ワクチン名
乾燥弱毒生水痘ワクチン

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン

助成回数
１回
２回

 助成金（１回あたり）
   ４，０００円
１０，０００円
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和木町健診・がん検診のお知らせ

＜健診・がん検診対象 年齢一覧＞ ※令和６年４月１日時点の年齢を基準にします。

～国保特定健診・後期高齢者健診の対象者の方へ～
・実施日までに異動（被用者保険へ加入など）された方は、健康診査は受診できませんのでご了承ください。
・集団健診を希望される場合は、「和木町健診・がん検診申込書」を期限内に保健相談センターに提出してください。

集団健診未受診の方に、７月以降、個別健診で必要な受診券を送付します。健康診査は保険者が実施主体です。加入
されている保険により、健康診査の検査項目や自己負担が異なります。　　　　 問　保健福祉課（☎５２-２１９５）

～全国健康保険協会（協会けんぽ）に加入されている方へ～
・協会けんぽに加入する４０歳から７４歳までのご家族（被扶養者）は、がん検診等の集団検診と同日に特定健診を

受診できます。
・対象者へは協会けんぽから受診券が４月中にご自宅宛てに届きます。協会けんぽへお申し込みください

問　協会けんぽ山口支部（ ☎ 0 8 3 - 9 7 4 - 1 5 0 1）

※４月１２日（金）までに申込書が届かない場合は、保健相談センター（☎５２－７２９０）へお問合せください。

　４月８日㈪以降に「和木町健診・がん検診申込書」を世帯別
に配布します。申込書を期限内に保健相談センターにご提出
ください。　　　　　　　　   　　　（平日8時30分～17時）

申込み締切日

4 22月

令和６年度

※和木町乳がん検診
　指定医療機関

岩国病院・錦病院・はるなウィメンズクリニック・そだクリニック・広島西医療センター
広島生活習慣病がん健診センター大野・はつかいち乳腺クリニック

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
受
診
の
方

バ
リ
ウ
ム
で
の
Ｘ
線
検
査

胃
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
方

40
歳
以
上
の
方

肺
が
ん
・
肺
結
核
　
検
診

大
腸
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
方

子
宮
頸
が
ん
検
診
20
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診
40
歳
以
上
の
女
性

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

前
立
腺
が
ん
検
診

50
歳
以
上
の

偶
数
年
齢
の
男
性

肝炎ウイルス
検診

40歳の方
未受診の方

後期高齢者
医療制度加入者

和木町国民健康
保険加入者

（受診日に資格のある方）

健康診査
（実施主体：保険者）

がん検診等
（実施主体：町）

子宮頸がん
（実施主体：町）

乳がん
（実施主体：町）

（令和 6 年 4 月 1 日かつ
 受診日に資格のある方）

後期高齢者健診

国保特定健診

受診方法 ①集団健診
②個別健診
①保健相談センター
②指定医療機関

①がん検診等と同日
②受診券が届いて
　医療機関に予約

国保　無料
高齢　500円

受診会場

自己負担 無料 無料 無料

集団検診

６月１３日（木）・１４日（金）・１５日（土）

６月１７日（月）・１８日（火）・１９日（水）

いずれの日も、午前のみ

６月１１日（火）

１２日（水）

２０日（木）

午前・午後
６月１５日（土）

午後のみ

集団検診

保健相談センター 保健相談センター ※和木町乳がん
検診指定医療機関

受診券が届いて
※和木町乳がん
指定医療機関に
予約

受診券の発送は
５月以降になり
ます

個別検診

受 診 日

40歳以上
の方

20～39歳
の方

40歳
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お問い合わせ 保健福祉課（☎５２－２１９５）

住民税均等割のみ課税世帯に対する価格高騰
重点支援給付金（１０万円）

給付金の支給額

1世帯当たり１０万円
支 給 方 法

町が提出書類を受付後、おおむね３週間後に指定の口座に振り込みます。

支給対象と申請方法（申請期限　令和６年５月３１日まで）

※ 申請期限の令和６年５月３１日までに申請のない方は支給ができなくなりますので、
　 必ず期限までに提出してください。

⦿令和５年１２月１日時点で和木町の住民基本台帳に記録されている世帯で令和５年度「住民税
均等割のみ課税」の世帯
→対象者には２月末に確認書を送付していますので、提出してください。

⦿令和５年１月１日時点の住所が、現住所と異なる方は、令和５年１月１日でお住まいの市区町
村が発行する課税証明書を添付してください。（対象者全員）
→保健福祉課窓口で申請してください。

受給には手続きが必要です。

お問い合わせ 保健福祉課（☎５２－２１９５）

価格高騰重点支援給付金（子ども加算一人５万円）

給付金の支給額

18歳以下の児童一人当たり５万円
支 給 方 法

町が提出書類を受付後、おおむね３週間後に指定の口座に
振り込みます。

支給対象と申請方法（申請期限　令和６年５月３１日まで）

※ 申請期限の令和６年５月３１日までに申請のない方は支給ができなくなりますので、
　 必ず期限までに提出してください。

⦿令和５年１２月１日時点で和木町の住民基本台帳に記録されている世帯で令和５年度「住民税
非課税世帯及び住民税均等割のみ課税」の世帯
→対象者には２月末に確認書を送付していますので、提出してください。

⦿令和５年１月１日時点の住所が、現住所と異なる方は、令和５年１月１日でお住まいの市区町
村が発行する課税証明書を添付してください。（対象者全員）
→保健福祉課窓口で申請してください。

受給には手続きが必要です。
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〈
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
〉保
険
料
率

及
び
保
険
料
軽
減
措
置
の
お
知
ら
せ

令和６年度国民年金保険料について
◆ 国民年金保険料
　令和６年度の国民年金保険料額は、月額１６，９８０円です。

◆ 口座振替・前納制度のご案内
　現金で月々保険料を納付した場合に比べ、割引になり大変おトクです。

 令和６年度　国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

毎月納付（現金納付・翌月末の
口座振替・クレジットカード納付）

前納
（現金納付・クレジットカード納付）

前納（口座振替）

１６,９８０円
―

１６,９２０円
６０円（早割）

―
―

１０１,８８０円
―

１０１,０５０円
８３０円

２０３,７６0円
―

４１３,８８０円
―

２００,１４０円
３,６２０円

３９８,５９０円
１５,２９０円

１００,７２０円
１,１６０円

１９９,４９０円
４,２７０円

３９７,２９０円
１６,５９０円

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

保 険 料 額
割引額

１カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分
令和６年度

◎早割（当月末振替）：納付期限よりも１ヶ月早く口座振替
●令和７年度の保険料額：月額１７,５１０円

問　岩国年金事務所（☎２４－２２２２　※自動音声）
　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

〜
国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み

で
す
か
？
〜

　

社
会
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に

は
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
に
加
入
、
又
は
脱
退
す
る
と
き
は
、

14
日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料

は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
を

外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受

診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お
返
し
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日

の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の
を

ご
持
参
の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
加
入
す
る
と
き

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票
な
ど

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

●
脱
退
す
る
と
き

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全

員
分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の
、
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

令
和
6
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
均
等
割
額　

5
7
，
0
1
2
円

　

所
得
割
率　

11
・
52
％　

※
1

保
険
料
（
一
人
当
た
り
）
の
上
限
額　

80
万
円　

※
2

※
1 

令
和
6
年
度
分
保
険
料
に
つ
い
て
、

前
年
所
得
か
ら
基
礎
控
除
額
を
除
い

た
金
額
が
58
万
円
以
下
と
な
る
場
合

は
10
・
71
%
と
な
り
ま
す
。

※
2 

令
和
6
年
度
分
保
険
料
に
つ
い
て
、

生
年
月
日
が
昭
和
24
年
3
月
31
日
以

前
の
方
等
は
上
限
額
が
73
万
円
と
な

り
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

①
令
和
5
年
中
の
世
帯
主
と
世
帯
の
被
保

険
者
の
所
得
の
合
計
に
応
じ
て
、「
均
等

割
額
（
5
7
，
0
1
2
円
）」
が
次
の
と

お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
43
万
円
＋
（
54
・
5
万
円
×
被
保
険
者

数
）
以
下
の
世
帯　

⬇
2
割

・
43
万
円
＋
（
29
・
5
万
円
×
被
保
険
者

数
）
以
下
の
世
帯　

⬇
5
割

・
43
万
円
以
下
の
世
帯　

⬇
7
割

②
会
社
な
ど
で
加
入
し
て
い
た
保
険
の
扶

養
家
族
だ
っ
た
方
は
、
均
等
割
額
が
5

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
0
8
3
ー
9
2
1
ー
7
1
1
1
）
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
た
め
の

相
談
窓
口

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受
給
者

証
の
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
障
害
に
関
す
る
困
り
事
や
悩

み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
な
る
事
業
所
を

3
ヵ
所
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
を
お
持
ち
の
方
及
び
そ
の
家
族

相
談
内
容　

仕
事
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ

と
、
将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の

不
安
や
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
相
談
も

可
能
で
す
。

　

相
談
費
用
は
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
必
ず

守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
先

①
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

相
談
電
話　

43
ー
2
3
9
9

　

メ
ー
ル iw

asha-shougai@
iw

asha.jp

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

相
談
電
話　

44
ー
3
2
4
4

　

メ
ー
ル triangle@

joy.ocn.ne.jp

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

③
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
3
ー
1
ー
74

　

相
談
電
話　

21
ー
8
7
5
0

　

メ
ー
ル sts.sirakaba@

coast.ocn.ne.jp

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
の
身
近
な

問
題
に
つ
い
て
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
先

身
体
障
害
者
相
談
員　

嶋
谷
保
則

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

※
窓
口
は
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

火
、
金
曜
日
の
み

知
的
障
害
者
相
談
員　

樫
山
瑞
枝

（
☎
53
ー
5
7
7
0
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給

者
証
は
、
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。
有
効

期
間
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す

る
3
ヶ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
個
別
に
更

新
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
診
断
書

（
原
則
、
2
年
に
1
度
）、
健
康
保
険
証
、

身
分
証
明
書
（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
）、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
、
社
会
保
険
の
方
は
被
保

険
者
と
本
人
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合
、

再
認
定
の
申
請
に
は
診
断
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

障
害
者
相
談
員

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安心した生活を続けられる
ように支援を行う総合機関です。高齢者の生活全般に関する様々な相談に保健師、社会福祉士、
主任介護支援専門員が対応します。

①自立した生活を支援します。
　・介護予防の推進
　・高齢者の社会参加の活動支援
　・介護予防・生活支援サービス、介護保険サービス等の調整

②高齢者の権利を守ります。
　・高齢者虐待の防止
　・消費者被害の早期発見と防止

③適切なサービスを提供できるように支援します。
　・主治医や地域の関係機関等との連携
　・ケアマネジャーへの支援や助言

相談受付時間　月～金曜日（祝日を除く）８時３０分～１７時１５分
お問い合わせ先　地域包括支援センター（保健福祉課内）（☎５２－２１９６）

【主な支援内容】

地域包括支援センターにお気軽にご相談ください
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町
民
相
談

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

ア
サ
リ
漁
開
放
日
の
中
止
に
つ
い
て

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
相
談

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方

　　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

4
月
10
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場
所 

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

4
月
11
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
日
時 

4
月
13
日
㈯

　
　

 

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も　

無
料

　
　
　

 

保
護
者　

3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
10
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

　

和
木
町
で
は
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方

や
そ
の
家
族
を
支
援
し
、
町
民
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
た
め
4
月
1
日
か
ら
「
和
木
町
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

町
の
支
援
と
し
て
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
り
、
怪
我
を
負
っ
た
り
し
た
場
合

や
、
性
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
経
済
的

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
遺
族
見
舞
金　
　
　

30
万
円

○
重
傷
病
見
舞
金　
　

10
万
円

○
性
犯
罪
被
害
支
援
金　

10
万
円
又
は
5
万
円

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

和
木
町
側
小
瀬
川
河
口
の
ア
サ
リ
漁
開
放

に
つ
き
ま
し
て
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
ア
サ
リ
が
十
分
に
成
長
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

近
年
開
放
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
サ

リ
の
生
育
不
良
及
び
潮
等
の
影
響
に
よ
り
本

年
度
も
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

団
体
が
な
い
た
め
、
次
の
と
お
り
休
館
と
な

り
ま
す
。

　

図
書
館
の
返
却
B
O
X
も
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
時 

4
月
29
日
㈪
、
5
月
3
日
㈮

　
　

 

5
月
5
日
㈰
、
5
月
6
日
㈪

問 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 
4
月
19
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

4
月
16
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

4
月
19
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

4
月
2
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　

 

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
9
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

4
月
25
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（

☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会
が
和
木
町
に
や
っ
て
来
る
！

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
外
派
遣
事
業

令和６年度  就学援助費交付申請のお知らせ
　就学援助制度とは、経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費・校外活動費の一部など
必要な援助を行う制度です。
　令和 6 年 3 月中に新入学準備費の支給を受けた方も、今回の申請が必要です。

申請の対象となる方
１　和木町に住所を有する小学校または中学校に就学する児童生徒の保護者
２　令和５年度または６年度において、下表の申請要件のいずれかに該当し、生活保護を受けている方、または

それに準ずる程度に生活に困窮している方

申請に必要なもの
申請要件に該当する提出書類
提出期限　４月３０日（火）
※申請書は、ホームページまたは教育委員会にて入手できます。
申・問　教育委員会事務局（文化会館 1 階） （☎５３－３１２３）

生活保護を受けている世帯

生活保護の停止または廃止を受けた世帯

個人の事業税の減免措置を受けた世帯

町民税の減免措置または非課税措置を受けた世帯（世帯全員）

児童扶養手当を支給されている世帯（児童手当ではない）

国民年金の保険料の減免措置を受けた世帯（世帯全員が全額免除）

国民健康保険の減免または徴収猶予の措置を受けた世帯

生活福祉資金の貸付措置を受けた世帯

公共職業安定所に日雇労働者の求職申込みをしている世帯

その他の理由で、生活状態が極めて悪いと認められる世帯

生活保護受給証明書

前年中の所得額がわかるものの写し

県税事務所が発行する証明書または関係書類で証明となるものの写し

町民税減免通知書の写しまたは町民税非課税証明書

児童扶養手当証書の写し

年金事務所が発行する証明書または関係書類で証明となるものの写し

国民健康保険料決定（更正）通知書の写しまたは徴収猶予決定通知書の写し

生活福祉資金貸付決定通知書の写し

公共職業安定所が発行する証明書または関係書類で証明となるものの写し

前年中の所得額がわかるものの写し

申請要件 提出書類

　

和
木
町
で
は
、
中
学
生
の
特
色
あ
る
行
事

の
一
貫
と
し
て
、
毎
年
夏
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
急
速
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
英
語
力
の
一

層
の
充
実
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
が
、
将
来
広
い
視
野
で
物

事
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
和
木
町
の
国
際
化
に
貢

献
し
て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
在
住
の
中
学
3
年
生
及
び
高
校
生

（
過
去
に
当
事
業
に
未
参
加
）
が
参
加
で
き

ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
へ

参
加
申
込
書
・
応
募
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象 

町
内
に
在
住
す
る
中
学
3
年
生
及
び

高
校
生

派
遣
期
間 

7
月
29
日
㈪
〜
8
月
13
日
㈫

派
遣
先 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

オ
ー
ク
ラ

ン
ド
近
郊

募
集
期
間 

4
月
10
日
㈬
〜
5
月
2
日
㈭

費
用
負
担
額 

25
万
円
（
保
険
料
・
滞
在
中

の
個
人
的
経
費
等
を
除
く
）

募
集
定
員 

22
名

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（

☎
53
ー
3
1
2
3
）

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

開
催
決
定
！

　

和
木
小
学
校
開
校
1
5
0
周
年
を
記
念

し
、
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体

操
会
が
和
木
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
の

様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
全
国
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

　

一
緒
に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
、
和
木
町

の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

日
時 

8
月
5
日
㈪　
6
時
〜
6
時
40
分（
予
定
）

（
5
時
30
分
開
場
）

※
荒
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

場
所 

和
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
駐
車
場
は
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

放
送
予
定 

6
時
30
分
〜
6
時
40
分
（
生
放
送
）

〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1
〉〈
国
際
放
送
〉

会
場
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
へ

　

開
催
に
あ
た
っ
て
前
日
の
日
中
に
会
場
準

備
、
当
日
は
朝
4
時
ご
ろ
か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル

等
を
実
施
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

18



学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員（
１
名
）を
募
集
し
ま
す

住
宅
土
砂
災
害
対
策
改
修
事
業
補

助
金
制
度
、
が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
事
業
補
助
制
度

小
学
生
向
け
公
民
館
講
座

（
英
語
・
絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
）

「Live119

」の
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
す

Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ

Ａ
Ｍ
か
ら
Ｆ
Ｍ
へ
変
わ
り
ま
す

公
務
員
就
職
希
望
者
職
業
説
明
会

（
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
刑
務
所
・
警
察
・
消
防
）

募
集
人
員 

配
送
員 

1
名

　
　
　
　

 

調
理
員 

2
名

勤
務
場
所 

和
木
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間 

令
和
6
年
4
月
1
日
〜
令
和
7

年
3
月
31
日
（
延
長
あ
り
）

勤
務
時
間 

配
送
員　
7
時
〜
15
時

　
　

  　

  

調
理
員　
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
シ
フ
ト
に
よ
る
変
更
あ
り

※
原
則
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

報
酬 

配
送
員　

1
，
1
7
0
円
／
時
間

　
　

 

調
理
員　

1
，
1
0
0
円
／
時
間

採
用
条
件 

い
ず
れ
の
業
種
も
、
昭
和
34
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

選
考
方
法 

書
類
審
査
・
面
接

募
集
方
法 
会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
書
に

必
要
事
項
（
顔
写
真
添
付
）
を
記
入
し
、
和

木
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

勤
務
地 

和
木
町
総
合
福
祉
会
館

勤
務
時
間 

9
時
〜
15
時
30
分

※
正
味
5
・
5
時
間（

8
時
30
分
〜
15
時
も
可
）

出
勤
日 

月
曜
日
〜
金
曜
日
出
勤
で
き
る
方

休
日 

土
・
日
・
祝
日

時
給 

9
5
0
円

必
要
資
格 

経
理
・
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
方

※
運
転
免
許
証
が
必
要
で
、
請
求
書
の
配

達
・
集
金
業
務
も
あ
り
ま
す
。

問 

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
講
座
〔
英
語
・

絵
画
・
そ
ろ
ば
ん
〕
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

新
学
期
に
小
学
校
よ
り
申
込
用
紙
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
室

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
た
場

合
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
、
申
込
み

後
す
ぐ
に
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

土
砂
災
害
や
が
け
地
の
崩
壊
等
か
ら
町

民
の
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
町

内
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）
等
に
建
っ
て
い
る
危
険
住
宅
の

土
砂
災
害
対
策
改
修
費
用
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
な
ど
か
ら
住
宅
を
移
転
す
る

場
合
の
住
宅
の
新
築
・
購
入
等
の
費
用
の

一
部
の
補
助
に
つ
い
て
、
事
前
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
者 

令
和
7
年
4
月
以
降
に

・
危
険
住
宅
の
土
砂
災
害
対
策
工
事

・
危
険
住
宅
を
除
却
し
、
移
転
先
の
住
宅
の

新
築
ま
た
は
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間 

4
月
1
日
㈪
〜
6
月
28
日
㈮

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　

こ
れ
ま
で
実
証
実
験
を
し
て
い
た
映
像
通

報
シ
ス
テ
ム
「Live119

」
の
本
格
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
「Live119

」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
の
１
１
９
番
通
報
者
に
現
場
の
映
像
を
送

信
し
て
も
ら
い
、
そ
の
映
像
を
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
で
確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

言
葉
で
は
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
も

映
像
に
よ
り
傷
病
者
の
状
態
や
災
害
現
場
の

詳
し
い
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
迅
速
・
的
確
な
消
防
・
救
急
活
動
の
運
用

が
で
き
ま
す
。

　

映
像
送
信
の
通
信
料
は
通
報
者
の
ご
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
映
像
送
信
を
消
防
が
依
頼

し
た
場
合
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
格
運
用
開
始
日 

4
月
1
日
㈪

※
詳
細
は
岩
国
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
通
信
指
令
課

（
☎
31
ー
0
1
1
9
）

　

山
口
放
送
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
は
、Ｆ
Ｍ
の
ク

リ
ア
な
音
質
、
災
害
へ
の
強
さ
な
ど
を
考
慮

し
て
、
A
M
局
の
運
用
を
段
階
的
に
休
止
し

て
Ｆ
Ｍ
局
へ
変
わ
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｍ
岩
国
局
（
９
１
８
Ｋ
Ｈ
ｚ
）
は
4
月

1
日
㈪
か
ら
徐
々
に
減
力
し
て
お
り
、
4
月

29
日
㈪
か
ら
休
止
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｆ
Ｍ
放
送
の
周
波
数
は
瀬
戸
内
海
側
92
・

3
Ｍ
Ｈ
ｚ
、
日
本
海
側 

86
・
４
Ｍ
Ｈ
ｚ
で
す
。

ワ
イ
ド
Ｆ
Ｍ
（
90
Ｍ
Ｈ
ｚ
以
上
）
対
応
の
ラ

ジ
オ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問 

山
口
放
送
ラ
ジ
オ
編
成
部

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
1
8
7
2
）

　

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
刑
務
所
・
警
察
・

消
防
に
よ
る
職
業
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

各
機
関
の
職
務
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
疑
問
に
は
わ
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま

す
。

日
時
・
場
所

4
月
13
日
㈯　

10
時
〜
14
時

（
い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
）

4
月
21
日
㈰　

10
時
〜
14
時

（
岩
国
市
民
文
化
会
館
）

※
説
明
時
間
は
約
1
時
間
半
で
す
。

そ
の
他

・
保
護
者
同
伴
可

・
参
加
無
料

・
既
卒
者
歓
迎

問 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

岩国地区消防組合ＨＰ
二次元コード

19



ス
ポ
ー
ツ開催日

場　所
成　績

３月９、１０日
大竹総合体育館
優勝

■ Graduation  Cup

開催日
場　所
成　績

２月２３日
尾道市長者原スポーツセンター
準優勝

■ しまなみカップ　U-11

開催日
場　所
成　績

２月１１、１２日
大竹総合体育館（２日目会場）
優勝

■ パワーハウスカップ2024 総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

開催日
場　所
成　績

３月３日
出島沖グラウンド
準優勝

■ 東浄大会 ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
）

　

2
月
25
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
昨
年
に
引
き
続
き

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
Ｗ
リ
ー
グ
の
強
豪
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
が
誇
る
コ
ー
チ
陣
が
全
国
を
巡

り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
和
木
町
・
大
竹
市
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
29
人
が
大
山
妙
子
コ
ー

チ
、
小
池
清
美
コ
ー
チ
、
長
南
真
由
美
コ
ー
チ
、
新

原
茜
コ
ー
チ
、
藤
田
愛
奈
コ
ー
チ
か
ら
遊
び
の
要
素

を
取
り
入
れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
練
習
へ
の
取

組
姿
勢
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

世
界
や
日
本
の
最
高
峰
で
プ
レ
ー
し
て
き
た
コ
ー

チ
か
ら
の
指
導
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
！

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
！

　

2
月
18
日
、
ひ
ろ
し
ん
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
で
小
学
生
を
対
象
に
今
年
度
2
回
目
と
な

る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
格
的
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
子
ど
も
た
ち
は
大

興
奮
！
専
門
講
師
の
先
生
の
親
切
で
分
か
り
や
す
い

指
導
の
お
か
げ
で
あ
っ
と
い
う
間
に
上
達
し
、
最
終

的
に
は
リ
ン
ク
を
一
周
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
も
町

民
の
皆
さ
ん
が
普
段
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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締   切
４月１７日（水）１７時まで

　和木学園講座「和木・大竹の歴史講座」を開催します。和木町の古地図を見て
今との違いを比べたり、町内の石碑・寺社などの史跡を巡ったりする予定です。
　緑の風薫る中、ふるさとの歴史文化の秘密について学んでみませんか。
対　　象　和木町にお住まい・お勤めの方ならどなたでも！
日　　時　令和６年４月２０日（土）  ９：００～１３：００  雨天決行 
　　　　　※時間については目安です。多少変動する場合があります。
場　　所　・一里塚　・三秀神社　　　　　　　・米元広右エ門碑
（予定）　・養専寺　・竹原七郎兵衛渡渉地点　・封境の地
　　　　　・安禅寺　・嘉屋又蔵の墓　　　　　・歴史資料館　など
　　　　　※徒歩またはバスでの移動（バス代等不要）
講　　師　和木町文化財保護審議会　会長　正中克磨　氏
日　　程　  ９：００　　　　　　文化会館集合
　　　　　  ９：００～１０：００　和木町の歴史についての概要説明
　　　　　１０：００～１３：００　和木町の史跡めぐり
　　　　　１３：００　　　　　　解散
　　　　　※時間については目安です。多少変動する場合があります。
持 参 物　・活動にふさわしい服装（はき慣れた靴や帽子）
　　　　　・水筒、筆記用具
　　　　　・雨天時は傘または合羽
申込方法　・和木町教育委員会までご連絡ください。
　　　　　　直接窓口へいらっしゃっても結構です。
確認事項　・荒天の場合は、文化会館で和木町の歴史についての学習会として
　　　　　　実施します。
　　　　　・解散時刻は状況により多少前後する可能性があります。
連 絡 先　町ぐるみ「和木学園」事務局（教育委員会事務局内）
　　　　　☎５３－３１２３　 　 ５３－６７７６

　2000年に小学校で埋めたタイムカプセル
を、当時の仲間や先生方と掘り起こします。
何を埋めたか覚えているでしょうか？当時の
仲間達と一緒に想い出を語り合いましょう！
対象者
　2000年当時の1年生から6年生（昭和63年4
月2日生まれ～平成6年4月1日生まれの方）
※それ以外の方もご観覧いただけます。
開封式日時　受　付　5月4日㈯　13時～
　　　　　　開封式　14時～
（13時から掘り起こしを行います。ご興味の
ある方はご参加ください。）
場所　和木小学校
※随時、参加募集や開封式詳細などSNSで発
信していきます。対象者
の方はLINEの和木小学校
150周年記念タイムカプ
セル公式アカウントへの
ご登録をお願いします。
町外在住のお知り合いに
も拡散をお願いします。

問　和木小学校150周年記念
　　タイムカプセル開封式実行委員会
　　（和木小学校内）（☎5 3－2 6 5 5）

タイムカプセル開封式を
行います
タイムカプセル開封式を
行います

LINE
公式アカウント
二次元コード

和木小学校150周年記念町ぐるみ　和木学園　歴史教室町ぐるみ　和木学園　歴史教室

和木・大竹の歴史講座
　　歩いて、和木町の
昔にタイムスリップできる
ロマンあふれる講座です★

今年もやります和木学園 !!!
生涯学習を通して和木町を盛り上げましょう☆

「with 和木町通信」和木町PR大使村井優の「with 和木町通信」「with 和木町通信」

皆さん、こんにちは！
和木町PR大使の村井です。
　3月10日に蜂ヶ峯総合公園で「風のとおり道」
が開催されました！
　アイ・キャンで放送中の「原田侑子の風と気
ままに」最終回の公開収録も併せて実施された
イベント、原田さんのLIVEや番組にゆかりのあ
る方々による出店などが行われました！
　私は和木町PR大使としてイベントの中のトー
クイベントでゲスト参加させていただき、番組に
出演させていただいた際のエピソードや大使とし
ての今後の目標をお話させていただきました！
　たくさんのご来場、誠にありがとうございま
した！

　これまでも和木こども園でご活躍いただいていた国際交流支
援員。今年度も「より広い範囲で町民の方々と交流を」という
ことで、一般向けの「英会話講座」を開講します。今年も国際
交流支援員の先生と英会話をたのしみましょう。

・興味はあるけど、難しい英語はパス。
・英語以外にも交流の幅を広げたい。
・少人数でていねいに指導してもらいたい。
・隙間時間を有効に活用したい
　　等々、どうぞお気軽にお申し込みください。

国際交流支援員の コミセン英会話講座

国際交流支援員
５月１３日（月）開講　以降、毎月第２・４月曜日
１０：００～１１：００
※7/9 ～ 9/8 ，12/24 ～ 1/26 ，3/11 ～ 3/31
　および  祝日は休講です （事前にお知らせします）
和木町総合コミュニティセンター　１階健康相談室
和木町在住の方、和木に縁のある方

（１８歳未満は、保護者承諾が必要）
３名程度　※先着順（和木在住の方を優先）
配付教材、筆記用具
無料

〔申 込 方 法〕電話・FAX または窓口まで
〔受 付 期 間〕４月１日（月）～２６日（金）
〔お問い合せ〕和木町総合コミュニティセンター
　　　　　　　　　☎５２-２１９１　　５２-５２００

■先　生
■日　時

■場　所
■対　象

■人　数
■必要物
■参加料

こんな方はぜひ！こんな方はぜひ！

町ぐるみ和木学園は生涯学習を
推進する取組です☆皆さんが今
までされていた活動も、和木学
園の取組と考えられます。

町ぐるみ「和木学園」講座の
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和木ちゃんねるはケーブルテレビ「アイ・キャン」11チャンネルで視聴できます。

　地元和木町で映像制作を行っています YTG クリエイトの八次将太と
申します。
　４月より和木ちゃんねるを担当させて頂くこととなりました。
　和木町の魅力や多様性を伝える番組を制作し、地域社会の一員とし
て貢献してまいります。
　地元の皆さまと共に、地域の情報や文化を発信し、より豊かなコミュ
ニティを築いていけることを心から願っています。
　番組制作においては、皆さまからのご意見やご要望を積極的に取り
入れ、より良い番組を提供できるよう努めて参ります。

和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

　和木ちゃんねるに関するトーク番組、「和木ちゃ
んねるトーク」をお届けします。
　これまで和木ちゃんねるの中心として活動して
きた安井さんが３月いっぱいで、職を離れること
になりました。カメラマンとしてのこれまでの活
躍、大変だったことなどをお話しします。
　また、４月より活動することとなった八次さん
に、これからの意気込みや和木町に対する思いな
どをお聞きしていきます。　
　放送予定は４ /１（月）～４ /７（日）です。ぜひ
ご覧ください !

　第二次長州征伐を中心とした、和木町の
歴史番組を現在企画中です。番組の大枠を
決めるため、和木町文化財保護委員会の委
員長、正中克磨さんと打ち合わせをしまし
た。学生時代から歴史の本を多く読んでき
た僕ですが、びっくりするような新しい知
識が多くありました。来月以降放送予定で
す！ご期待ください！

こんにちは、３代目地域おこし協力隊の上野優樹です。
新年度ですね。和木ちゃんねるの体制も新しくなるので、より気を引き締めて
令和６年度も頑張っていこうと思います。

和木ちゃんねるの新しいカメラマンをご紹介します
やつぎ しょうた

☆撮影依頼、情報提供　一般社団法人和木町地域振興協会（☎２８－４６６６）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール　wakichannel.tv@gmail.com
☆ご依頼いただいても撮影できない場合がありますのでご了承ください。
☆放送した番組のDVDのダビングサービスを行っています。（１番組５００円）
☆ご希望の方は氏名、電話番号、番組名、必要枚数を記載のうえ、ご連絡ください。

今月の番組 今月のトピック
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問：住民サービス課（☎５２－２１９４）

前

後
このような持ち去り事案を

確認した場合、

役場住民サービス課へ

ご連絡ください。

　最近、「金属・不燃ごみの日」や「粗大ごみ
戸別収集の日」に、町内ごみステーションに出
されたごみを持ち去る事案が発生しています。
ごみステーションに出されたごみを収集できる
のは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
第７条の規定により、和木町長から一般廃棄物
処理業の許可を受けた事業者のみとなります。
また、収集したごみはクリーンセンターで分別
して、有価物は買取業者に売却され、その収益
はごみ処理経費の一部に充てられるます。

不正大麻・けし撲滅運動の

実施について

　４月１日から６月３０日までの３か月間、「不
正大麻・けし撲滅運動」を実施します。昨年度は、
和木町内で１本の「植えてはいけないけし」が
発見されています。
　「大麻」や「植えてはいけないけし」を発見
したときや見分け方がわからないときは、岩国
健康福祉センターに連絡してください。

　イエローチョーク作戦とは、放置された犬のフンの周りを黄
色のチョークで丸く囲み、発見した日時を書くことで、「他人
の目がある」「フンの放置は許さない」という地域の態度を認
識させ、飼い主のモラル向上とフンの放置を無くすことを目的
とした取組です。
準備するもの
　黄色のチョーク（参加してみ
ようと思われる方には、初回の
み、チョーク２本を役場住民サー
ビス課、コミュニティセンター、
瀬田分館、関ヶ浜分館でお渡し
します。）
実施方法
①放置されているフンの周囲を「〇」
　で囲む
②「〇」のそばに発見した日時を書く
③日時を変えて、現場を再度確認
⑴フンが残っているとき　「〇」のそばに確認日時を書く
⑵フンが無くなっているとき　「〇」のそばに「なし」と書い
たうえ、確認日時を書く

※放置されているフンを強調することで、飼い主に警告するこ
とが目的のため、１週間程度様子をみた後、片付けてください。

注意事項
　あくまでも町民のみなさんによるボランティア活動になりま
す。許可なく私有地や他人の管理地には書かないでください。
実施の際には、交通事故等に十分ご注意ください。
※マナーを守った活動をお願いします。
問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　　　　　　　　　（住民サービス課内）（☎５２－２１９４）

　令和６年度の一斉注射を４月１９日（金）に実施します。犬の
登録（生涯に１回）と狂犬病予防注射（年１回）は狂犬病予防法
により義務付けられています。この機会に注射を受けましょう。
　飼い犬を登録されている方には、３月中に案内文を送付して
いますので、案内文と料金を持って、お近くの会場へお越しく
ださい。
実施日　４月１９日（金）　雨天決行
会場と時間
関ヶ浜分館→９時～９時１５分
瀬田分館→９時２５分～９時４０分
大谷集会所→９時５０分
瀬田３丁目集会所→１０時５分～１０時２０分
福祉会館駐車場→１０時３０分～１０時４５分
和木 4丁目第 1集会所→１０時５０分～１１時
和木 5丁目集会所→１１時５分～１１時１５分
役場西側駐車場→１１時２５分～１１時３５分

注射料金　３,０５０円（注射済票交付手数料を含んでいます）
※まだ、犬を登録されていない方は、前日までに役場で登録の
手続きをしてください。会場が大変混雑しますので、ご協力
をよろしくお願いします。

※お釣りのないように、ちょうどの金額をお持ちください。
問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

＜植えてはいけないけし＞

問　岩国健康福祉センター
   　　　　　　　（☎２９－１５２６）

ごみの持ち去りついてごみの持ち去りついて

イエローチョーク作戦（犬のフン放置対策）開始！

狂犬病予防一斉注射について

～ 犬のフンの放置に警告しよう！ ～
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あ
り
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と
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敬
子

千
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寺
観
音
堂
の
大
念
珠

煩
悩
消
す
ご
と
カ
チ
カ
チ
鳴
り
ぬ

藤
川　

洋
子

お
弁
当
の
日
小
学
生
の
お
は
よ
う
は

元
気
満
タ
ン
足
取
り
軽
く

春
ま
だ
き
十
四
歳
の
立
志
式

育
ん
で
ゆ
け
芽
生
え
し
夢
を

泉
原　

節
子

中
礒　

和
子

リ
ウ
マ
チ
に
苦
る
手
や
足
庭
に
出
て

目
に
つ
く
草
引
く
　
明
日
は
立
春
ぞ

灰
岡　

裕
美

梟
の
声
に
誘
わ
れ
夜
を
歩
く

過
去
が
顔
出
す
上
弦
の
月

井
口
美
智
子

兼
本　

信
昌

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 224

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

期
、
解
約
時
の
連
絡
先
や
精
算

方
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
確
認

し
て
お
く
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
パ
ー
ソ
ナ

ル
ジ
ム
、
ヨ
ガ
教
室
な
ど
に
関

し
て
「
割
引
の
つ
く
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
契
約
し
た
が
、
解
約
を

申
し
出
る
と
違
約
金
を
請
求
さ

れ
た
」「
体
験
や
お
試
し
プ
ラ

ン
終
了
後
に
通
常
プ
ラ
ン
に
自

動
更
新
さ
れ
て
い
た
」
と
い
っ

た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
契
約
に
限

ら
ず
、
契
約
は
当
事
者
間
の
合

意
や
規
約
の
内
容
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
規
約
等
の
内
容

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
契
約
前
に

必
ず
目
を
通
し
て
、
不
明
な
点

は
相
手
方
に
説
明
を
求
め
ま
し

ょ
う
。

【
相
談
】

　
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
無
料
体
験

に
行
き
、
気
に
入
れ
ば
そ
の
場

で
契
約
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
あ
る

か
。

【
回
答
】

　
規
約
等
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
契
約
し
た
後
の
解
約
は
た

と
え
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開
始
前

で
も
違
約
金
な
ど
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
契
約
す
る

前
に
違
約
金
の
有
無
や
発
生
時

スポーツジム等の
契約トラブルに注意

宮
参
り
瀬
田
八
幡
の
階
段
を

親
子
三
代
踏
み
し
め
上
る

今月の納税
　
町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税
　
　
　
　
　
　
　
　 

1
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　
　
　
　
　
　 

4
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
4
月
30
日
㈫
で
す
。

　
納
税
者
が
町
内
に
有
す
る
固
定
資
産
の
評
価
額
が
適
正

か
確
認
す
る
目
的
で
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
4
月
1
日
㈪
〜
4
月
30
日
㈫

縦
覧
場
所
　
税
務
課
窓
口

持
参
品
　
本
人
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
納
税

通
知
書
な
ど
）

※
納
税
者
の
代
理
の
方
は
委
任
状
や
続
柄
な
ど
の
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。

問
　
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

◆令和６年４月１日から粗大ごみ等を直接
　搬入するルールが変更になります

搬入
手数料

搬入可能
台数

変更前 変更後

クリーンセンターで
受付

軽トラック
普通トラック

軽トラック
普通トラック

その他の
自動車

その他の
自動車

1 , 5 0 0 円
3 , 0 0 0 円

9 0 0 円

１日２台
１日２台

１日２台

役場で受付

2 , 0 0 0 円
5 , 0 0 0 円

1 , 0 0 0 円

１日４台
変 更なし

１日４台

変更部分抜粋

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

受　付　場　所

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねる文字放送に掲載した
写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課（☎52-2136）
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令和6年3月1日現在
総人口　5,817人（－42）
世帯数　2,594世帯（－33）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,952人（－33人）男　2,865人（－9人）

「
敬
称
略
」

●
企
画
総
務
課

　
倉
八
　
大
介
　
課
長
補
佐
（
同
課 

係
長
）

　
山
田
さ
ゆ
り
　
係
長
（
税
務
課 

係
長
）

　
山
本
　
　
祐
　
係
長
（
保
健
福
祉
課 

係
長
）

　
古
林
　
七
実
　
主
事
補
（
新
規
採
用
）

●
税
務
課

　
池
田
　
　
剛
　
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課 
課
長
補
佐
）

　
小
清
水
　
緑
　
主
事（

教
育
委
員
会
事
務
局 
主
事
）

●
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
中
島
芽
生
子
　
係
長
（
都
市
建
設
課 

係
長
）

　
嘉
屋
　
信
明
　
主
事
〔
再
任
用
〕

（
同
課 

課
長
補
佐
）

　
森
谷
　
祥
貴
　
主
事
補
（
新
規
採
用
）

●
保
健
福
祉
課

　
正
木
淳
一
郎
　
課
長
補
佐

（
企
画
総
務
課 

課
長
補
佐
）

　
茅
原
　
史
貴
　
係
長
（
同
課 

社
会
福
祉
士
）

　
川
本
　
悠
人
　
主
事
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

主
事
）

●
都
市
建
設
課

　
松
島
　
久
子
　
係
長
（
議
会
事
務
局 

係
長
）

●
会
計
室

　
村
岡
　
辰
浩
　
会
計
管
理
者
〔
再
任
用
〕

（
都
市
建
設
課 

室
長
）

●
議
会
事
務
局

　
田
尾
　
　
恵
　
局
長
補
佐
（
企
画
総
務
課 

係
長
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局

　
栗
本
　
智
行
　
局
長
補
佐
（
税
務
課 

課
長
補
佐
）

　
竹
田
　
有
沙
　
係
長
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

係
長
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
山
本
　
悦
史
　
所
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局 

局
長
補
佐
）

　
田
中
　
敬
子
　
所
長
補
佐
〔
再
任
用
〕

（
同
所 

所
長
）

●
こ
ど
も
園

　
岸
本
　
京
子
　
園
長
　
（
同
園 

副
園
長
）

　
福
村
　
和
子
　
副
園
長
（
同
園 

係
長
）

退
職

　
嘉
屋
　
信
明
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

課
長
補
佐
）

【
転
出
者
】
（ 

　
）
内
は
転
出
先

●
和
木
小
学
校

　
中
元
　
啓
二
　
教
頭
（
錦
清
流
小
学
校
）

　
田
中
　
　
翔
（
川
下
小
学
校
）

　
吉
田
　
幸
司
（
玖
珂
小
学
校
）

　
竹
本
　
哲
朗
（
美
和
小
学
校
）

●
和
木
中
学
校

　
亀
谷
　
秀
雄
　
校
長
（
川
下
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
再
採
用
〕

　
宮
本
　
大
輔
（
東
中
学
校
）

【
転
入
者
】
（
　 

）
内
は
前
任
校

●
和
木
小
学
校

　
木
村
　
満
彰
　
教
頭
（
美
和
西
小
学
校
）

　
長
和
　
一
富
（
杭
名
小
学
校
）

　
吉
村
　
絵
実
（
川
下
小
学
校
）

　
宮
本
　
春
菜
（
平
田
小
学
校
）

　
大
塚
　
崇
旦
（
東
和
小
学
校
）

　
礒
部
宏
太
郎
（
新
規
採
用
）

　
楠
木
　
海
仁
（
新
規
採
用
）

●
和
木
中
学
校

　
鬼
武
　
伸
哉
　
校
長
（
通
津
小
学
校
）

　
高
木
　
誠
司
（
岩
国
中
学
校
）

　
小
嶋
　
秀
忠
（
新
規
採
用
）

　
堀
尾
　
寧
々
（
新
規
採
用
）

退
職

●
和
木
小
学
校

　
上
原
　
淳
子

　
田
尾
　
祐
加

●
和
木
中
学
校

　
棚
倉
　
典
子

　
永
田
さ
な
え

職
員
の
異
動
（
　
）
内
は
旧
職

教
職
員
の
異
動

　桜の開花時期に合わせて、役場裏の枝垂桜を
ライトアップします。
　幻想的な雰囲気の夜桜をご覧ください。

点灯時間
日没後～２２時

４
月
１
日
付

夜桜
ライトアップ
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